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授        業

科   目   名

単位数

担当教員

統計学基礎

後期 4単位

河田　正樹

添付ファイル

授業区分

科目
ナンバー

対象学科・
コース

経済学部 専門・総合・教職

配当学年

専門科目

1年以上

主   学   科 経済学部 要    件 選択科目

担当形態 単独

開   講   期
オフィスアワー(常勤教員のみ)

② 授業方法
■ 講義　■ 演習　□ 実技　□ その他

③ 授業形態
■ 対面　□ ﾊｲﾌﾚｯｸｽ　□ オンライン　□ オンデマンド

④ 授業のテーマ及び到達目標
　経済諸現象を数量的に把握するためには統計学の知識が必要となります。統計学は記述統計と推測統計とに大別できますが、この
講義では記述統計を学んだうえで、推測統計の大まかな考え方について学びます。
　記述統計とは、ある集団のデータについて、数値やグラフでその特徴を記述する方法であり、統計学の基礎的な部分です。株価指
数の動きや貯蓄現在高の分布、打率や視聴率など、さまざまな場面で用いられています。
　推測統計とは、集団の一部を調査したデータから、もとの集団について推測する方法であり、失業率を調べたり、内閣の支持率や
視聴率などを調べたりする際に幅広く用いられている手法です。

【到達目標】
① 記述統計の知識を身につけることができる。
② 推測統計の大まかな考え方を理解することができる。
③ 現実データの特徴を読み取ることができる。

⑤ 授業の概要
　PowerPointのスライドを用いた講義をおこない、その後で、講義内容の理解を助けるために練習問題をおこないます。
　スライドはteams経由で配布します。
　経済をはじめスポーツ、視聴率などの現実データを取り上げ、その特徴を理解できるようにしていきます。
　理論的な説明ばかりでなく、データを実際に分析することもあります。その際にノートパソコンが必要な時があります。
　また、当日の内容の予習や前回の内容の復習のクイズを、授業時間の最初におこないます。クイズのための動画は作成する予定で
すので、毎回視聴してから授業に臨んでください。
　出欠はクイズの回答状況と、当日の着席状況を撮影したものを照合することによって確認します。

⑥ 対応するディプロマ・ポリシー（専門科目のみ）
■ 知識及び技能の習得
■ 思考力・判断力・表現力等の養成
□ 主体性・多様性・協調性の養成
□ 地域貢献に関する意識の醸成

https://www.shunan-u.ac.jp/faculty/diploma_curriculum_policy/

書籍無し

⑦ 教科書

⑧ 参考図書

1冊目

2012 年発行年プレステップ統計学I　記述統計学書籍名

弘文堂出版社稲葉 由之著作者名

978-4335000843ＩＳＢＮ1,980 円金額(税込)

なし学内販売

2冊目

2012 年発行年初級 統計分析書籍名

新世社出版社西郷 浩著作者名

 978-4883841875ＩＳＢＮ1,980 円金額(税込)

なし学内販売



⑨ 履修上の注意 【先修条件科目 必須】

【先修条件科目 推奨】

【持参物】

【その他】

⑩ 評価基準
① 記述統計の知識　② 推測統計の大まかな考え方の理解　③ 現実データの特徴を読み取り　について、「学生に対する評価」の
内容で評価します。
「その他」は授業内の演習の状況を、課題提出を通して評価します。

⑪ 学生に対する評価

合計その他ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ発表・実技レポート小テスト試験

50% 30% 20% 100%
⑫ 担当教員からのメッセージ（予習・復習内容・時間にも言及）
この授業の内容は、日本統計学会公式認定「統計検定」3級の出題範囲に対応しています。受講後に受験して合格を目指しましょ
う。

【予習・復習について】
予習…クイズのための動画を視聴してくること。
復習…当日の内容や練習問題を確認し、内容の定着をはかること。復習問題への解答や、実習課題の作成をおこない、提出を求める
こともあります。
※ 予習・復習合わせて60分程度行うようにしてください。

⑬ 授業計画と学習課題
担当教員授業方法回数 授業の内容

河田　正樹講義
演習

1 ガイダンス
　teamsの使い方
統計学とはどのようなものか
データについての理解
　データの収集と定義、データの種類

河田　正樹講義
演習

2 1変量データの記述(1)
　折れ線グラフと棒グラフ、円グラフ、帯グラフ

河田　正樹講義
演習

3 1変量データの記述(2)
　度数分布表とヒストグラム、幹葉表示

河田　正樹講義
演習

4 1変量データの記述(3)
　代表値

河田　正樹講義
演習

5 1変量データの記述(4)
　散布度(分散と標準偏差、標準化と偏差値)

河田　正樹講義
演習

6 1変量データの記述(5)
　5数要約と箱ひげ図

河田　正樹講義
演習

7 総合問題の解説
1変量データの記述(6)
　都道府県データの地図による表現

河田　正樹講義
演習

8 2変量データの記述(1)
　分割表、2次元ヒストグラム、散布図
　相関係数

河田　正樹講義
演習

9 2変量データの記述(2)
　ローレンツ曲線とジニ係数
　Excelによる実習

河田　正樹講義
演習

10 2変量データの記述(3)
　回帰分析(相関関係と因果関係、最小2乗法)
　Excelによる実習

河田　正樹講義
演習

11 2変量データの記述(4)
　回帰分析(予測値と残差、決定係数)
　Excelによる実習

河田　正樹講義
演習

12 2変量データの記述(5)
　見せかけの相関

河田　正樹講義
演習

13 2変量データの記述(6)
　多変量データの記述

河田　正樹講義
演習

14 2変量データの記述(7)
　問題演習

河田　正樹講義
演習

15 前半まとめ
　中間試験およびその解説

河田　正樹講義
演習

16 推測統計の基礎(1)
　全数調査と標本調査

河田　正樹講義
演習

17 推測統計の基礎(2)
　場合の数の計算

河田　正樹講義
演習

18 推測統計の基礎(3)
　確率の計算

河田　正樹講義
演習

19 推測統計の基礎(4)
　確率と確率分布

河田　正樹講義
演習

20 推測統計の基礎(5)
　確率の計算(正規分布、標準化と標準正規分布)

河田　正樹講義
演習

21 推測統計の基礎(6)
　二項分布の正規近似



河田　正樹講義
演習

22 推測統計の考え方(7)
　標本平均の標本分布

河田　正樹講義
演習

23 推測統計の考え方(2)
　信頼区間
　母平均の区間推定

河田　正樹講義
演習

24 推測統計の考え方(3)
　母比率の区間推定

河田　正樹講義
演習

25 推測統計の考え方(4)
　問題演習

河田　正樹講義
演習

26 推測統計の考え方(5)
　仮説検定の考え方

河田　正樹講義
演習

27 推測統計の考え方(6)
　母平均の検定

河田　正樹講義
演習

28 推測統計の考え方(7)
　母比率の検定

河田　正樹講義
演習

29 推測統計の考え方(8)
　問題演習

河田　正樹講義
演習

30 総復習
　回帰分析、確率分布、推定、検定についての問題演習

⑭ 科目等履修制度
■ 科目等履修生(学生以外の一般履修者　若干名)を受け入れてもよい。
□ 科目等履修生を受け入れることはできない。

⑮ 実務家教員担当科目に関する記載


